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橋梁の劣化状態
安全を脅かす主機能にかかわる変状があり、
直つに、取替え、使用停止等の措置を必要
とするもの。
変状があり、それが進行して構造物の機能を
低かさせつつあるもの。安全及び正常な機能
確保のため、早急に措置を必要とするもの。
進行している変状があり、将来それが機能
を低下させ安全性を脅かす恐れがあり、措
置を必要とするもの。
変状があり、将来Aランクになる恐れがある
もので、必要に応じて措置するもの。
軽微な変状があり、再発の恐れのないこと
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多摩川に架かる既存橋梁の 5年前と現在の劣化比較 
 

                             芝浦工業大学 学生会員 ○飯田 淳史 
                             芝浦工業大学 フェロー会員 魚本 健人 
 
１調査目的 
我が国では、構造物の維持管理を効率的に行うため、RC橋梁や PC橋梁を対象とした劣化診断システムを
用いた、技術者による劣化調査が各地で行われている。本調査は、多摩川に架かる既存橋梁を対象に、平成

16年度の劣化調査報告のデータ 1)と５年が経過した現在の状態を比較することで、これらの橋梁に対しての
補修・補強の有無とそれによる現状を把握し、これら以外の      表-1 健全度の判定基準 
橋梁も再度調査することで、維持管理体制の現状を示し、

今後の展開を検討するものである。 
２調査概要 
 ２-１事前調査 
 事前調査は、東京湾河口から奥多摩湖までの多摩川全域

に架かる全 86橋梁の目視点検を行い、健全度を判定した
(健全度の判定基準を表-1に示す)。そして、鋼アーチ橋な
どの劣化診断システムではサポートされていない橋梁、谷

間で河川敷から目視点検が不可能な橋梁を除いた、健全度

が B 以上と判定された橋梁を、劣化診断の対象とした。    
２-２劣化調査 
 平成 16年度に調査報告 1)されている 16橋梁(道路橋 10、鉄道橋６)の補修・補強
の有無と現在の劣化の状態を再び調査した。そして、いまだ変状の見受けられる 11
橋梁(道路橋６、鉄道橋５)と、今年度の事前調査で新たに劣化診断の対象になった 
１橋梁(道路橋)の最も劣化が目立つ１部位を、システムを用いて劣化診断した。 
 システムの使用は、対象橋梁の上部工の径間、下部工の橋台・橋脚の各部位の 
構造形式、環境状況、供用条件を入力し、各部位の中で最も劣化がひどいと判定 
された箇所のひび割れとそれ以外の変状を詳細に入力することで、自動的に変状 
原因を診断し、劣化程度、第三者影響度を判定するといった流れで行う。     図-1 システムフロー 
３調査結果 
 ３-１事前調査結果 
事前調査にて、問題の 16橋梁の現状を平成 16年度
のデータ 1)と比較した結果、図-2のようになり、半分
近くの橋梁に補修・架け替えがなされていることがわ

かった。多摩川橋梁の維持管理体制は整っており、問

題は改善の傾向にあると判断される。 
 
                                図-2 16橋梁の現状 
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３-２劣化調査結果 
 本調査で、劣化診断システムを用いて劣化調査を行った 12橋梁の 12部位(道路橋-径間 4、道路橋-橋脚 3、
鉄道橋-橋脚 5)の劣化程度は図-3、劣化原因の第一候補が図-4のようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
               図-3 劣化程度                  図-4 劣化原因 
４維持管理体制の検討                  表-2 橋梁構造形式別(国土交通省) 
 ４-１国土交通省と東京都 
多摩川に架かる橋梁は、河口から青梅市に架かる万年橋

までの橋梁が国土交通省、万年橋より上流に架かる橋梁が

東京都の管理下にある。それぞれの管理区域にある橋梁を    表-3 橋梁構造形式別(東京都) 
構造形式別に表-2、表-3に示す。今回の調査で、国土交通
省の管理下は、維持管理体制が行き届いている都考えられ

る。それぞれの管理下の橋梁の架設年代の割合(図-5)を見
ても、2001年以降に架け替えが行われている橋梁が 10％以上
ある。それに引き換え、東京都の管理下は、そのような橋梁が

ほとんどなく、70年代の割合が非常に高い。 
 ４-２今後の課題 
架設から 30年以上経過した橋梁の割合が非常に高い。この
事実は、同時期に老朽化の迎える橋梁が急増する可能性を表し

ている。東京都の管理区域には、目視点検が困難で、システム

にサポートされていない橋梁が多い。しかし、道路橋が多く、      図-5 橋梁仮設年代 
登山や川下りを楽しんでいる人々もたくさんいる。このまま、維持管理が行き届かなくなるようなことがあ

れば、第三者に影響を与えかねない。今後、このことを踏まえた維持管理を行っていかなければならない。 
 写真は御岳橋、1971年完成の RCアーチ橋で、御岳山を登ろ
うと訪れた人々が必ず渡る御岳駅前の道路橋である。この橋の

河川敷には足場があり、目視点検が可能となっている。現在、

特に劣化は見受けられなかった。しかし、古い橋である上、多

くの人が利用するこの橋は、維持管理を欠かしてはいけない代

表例だと考えられる。 
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